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H l V ･ 性的自立 ･ セクシ ュ アリテ ィ … 支えあう学習会∨01
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条例の会仙台 ･ 第 3 国 差別 のない社会を考える ト ー

クカフ ェ

障害とセクシュアリティ

～ 当事者が受けいれること･ 社会が共にいるとわかること

2 0 1 5 .5 .3 1( 日)1 4 : 3 0 - 1 7 : 0 0

◎ 仙台市福祉プラザ 第2 研修室

ゲス ト: 歌川泰司さん
1 9 6 6 年 乗京生まれ｡ 漫画家｡ ゲイカッ プルの 日常を描

いた漫画プロ ク ｢ ♂ ♂ゲイです｡ ほぼ夫婦です｣ が人気

を博し､ 2 0 1 0 年 ｢ じりラフ (集英社刊) ｣ で漫画家デビ

ュ
ー

｡ 4 0 代の新人漫画家と して世間から失笑を浴びる

が､ け っ こ う売れた ので､ ほ< そ笑んだ｡ 代表作は ｢ 母

さんがどんなに僕を嫌い でも ( カ ドカウ刊) ｣ ｡

漫画フロ ク ｢ ♂ ♂ゲイです ｡ ほぼ夫婦です｣

h t t p :// a m e bl o .j p / q m O 8 0 9 5 2 /

入場無料 ･ カ ン パ歓迎

問い合わせ ､ 参加中 し込みは ､

☆丁目C 支えあう学習会

th c O O s a s a e a u -

St u d y@ y a h o o . c o . j p

☆条例の会仙台 j y o u r ei s e n d a i@ g m ai】. c o m

1 4 : 0 0 開場

1 4 :30 -
_

■
∵開演

セク .を五アリテ ィ に つ い ての ミ ニ 講座

1 6 :00 デ ィ スカ ッ シ ョ ン

共催 : 乗北H l V コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンズ ( T H C )

誰もが暮らしやすいまちづ< りをすすめる仙台連絡協議会 (愛称:条例の会 仙台)

◆ 協力 : みやぎいのちと人権リソ
ー スセ ンタ ー

､

一 般社団法人プ レスみやぎ
◆ 助成 : L U S H ジャ パ ンチ ャ リテ ィ 基金



障害や多様なセクシ ュ アリテ ィ に対しては､ 無理解と偏見がまだまだ存在する現実があります｡

こ の差別とも呼ばれる こ とで ､ 社会はあたかも健常者や異性愛者のみで成り立っ て い るか の ように錯

覚し､ 障害者や多様な性の当事者たちが見えなくされてい る ｡ とりわけ､ 震災時などの 緊急時にはな

おさら､ い ない もの とされがちです｡ こ の ような状況は､ 当事者の心 の中にも入り込みます｡ 居場所

を失い ､ こんな自分は価値がない と思 い込まされて しまう場合もあります｡

障害とセ クシ ュ ア リテ ィ は異なる概念ですが､ 個人が受ける心理的
･ 社会的な制約やこれらからくる

生き辛さに共通すると こ ろ はた くさんあります ｡ 5 月 1 7 日は 】D A H O
"

国 際反同性愛嫌悪デ ー

(ln t e r n a tio n al D a y A g ai n s t H o m o p h o bia) とい っ て ､ 同性愛がいかなる場合も精神疾患でない とさ

れた のを記念する白で ､ 日本 でも ｢ 多様な性に Y E S! の 日｣ として記念日登録もされています｡

ゲス トの歌川泰司さんは ､ そ の作品の中で ､ 様々な背景 で擦り込んで しま っ た自己嫌悪と自己肯定に

至るまでの曲折､ 困難にあ っ た時の支えあい ､ 関係の中で成長 してゆ< こ と､ など等身大のゲイ
･

ひ

との 経験を描い てきておられます｡

共に これらの課題を考えて下さる方､ 様々 な方の参加をお待ちしています｡

感 吟 伊 ゐ ｡ 感 吟 伊 補 や l夕｡ 補 噂 ぜ b み ぜ 一喝 づわゐ ｡ 鳴 く母 伊 み ｡♂I や づわ 補 碑 み ぜ ･ や 唱b み 喧 吟 伊 補 や 少 補 や
t

夕○ み 喧 d 智伊 ゐ ｡ 感 吟 少 補 や 伊

～ 国連 1 障害者権利条約批准 ～

誰もが暮らしやすいまちづくりを

すすめる仙台連絡協議会

(愛称 : 条例の会仙台)
障がい のある市民もない市民も､

共に暮らしやすい福祉の まちづくりを

すすめるため に活動 して い ます

《事務局》

〒982
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- 1 (C】L たすけ っ と内

担当: 杉山裕信)

〔電話〕 0 2 皇 一 2 4 8
- 6 0 5 4 〔F ÅX〕 0 2 2 - 7 3 8 - 9 5 0 1

〔M a i]] j y o u r ei s e nd ai@ g m ail . G O m

〔ブログ〕h t t p ://bt o g . G a n P a n . i nf o/j y o u r ei

喧 嘩 ぜ- ゐ ｡ 頑 吟 づ- み ぜ . や ぜ一命 叫 詠唱憎 b み 蛤 や ぜb ゐ 叫 負 咤 少 補
｡ 智ぜb ゐ 叫 酎咤憎 h ゐ 叫 計咤憎 b 補 噂 少 ゐ ･ 喧 や 唱b 補 d 智唱わ 姉 御 ゐ 一 感 吟 少 み 喧 咽 ぜb

東北 H l V コ ミ ュ ニケ
ー シ ョ ンズ ( T H C )

H I V 感染症/ エ イ ズによ っ て 自らの 生命や生き方に影響を受けた人 々 が共に生きる社会を つ くる
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◆支え合う学習会企画ボランティア ･丁目C 会員募集中
プロ ジ ェ ク トボラ ンテ ィ ア , 継続ボラ ン テ ィ ア , 活動会員などで活動で きます ｡

会員は会 を支 える存在 ｡

支援会員 A ( 年会費1 2 , 00 0 円議決権有) と支援会員 B (年会費 6 , 000 円) があります ｡
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